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♯008Ｐ
Ｃ
建
協
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

　

Ｐ
Ｃ
建
協
は
、
令
和
８
年
１
月
15
日
に

東
京
都
千
代
田
区
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド

ア
ー
ク
半
蔵
門
に
て「
新
年
賀
詞
交
歓
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
建
設
産
業
職
域
代
表
の
見

坂
茂
範
参
議
院
議
員
、
国
土
交
通
省
よ
り

廣
瀬
昌
由
技
監
を
お
迎
え
し
、
関
係
省
庁
、

機
関
、
関
連
団
体
か
ら
約
５
５
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

堤
忠
彦
会
長
は
、
冒
頭
挨
拶
で
近
年
の

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
災
害
へ
の
対
応
協

力
を
約
束
し
、建
設
業
界
の
生
産
性
向
上
・

担
い
手
確
保
に
向
け
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
や
働

き
方
改
革
、
技
能
者
処
遇
改
善
を
進
め
る

方
針
を
示
し
ま
し
た
。ま
た
、国
土
強
靭
化

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
等
の
国
家
的
課
題

に
対
し
て
Ｐ
Ｃ
技
術
へ
の
期
待
は
高
い
と

確
信
し
て
お
り
、Ｐ
Ｃ
建
協
と
し
て
さ
ら

な
る
技
術
研
鑽
に
励
み
、
業
界
の
魅
力
向

上
に
取
り
組
む
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。続

い
て
来
賓
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
の
本
部
主
催
の

意
見
交
換
会
テ
ー
マ
等
決
ま
る

　

Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
、
令
和
８
年
度
の
各
発

注
機
関
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
、
基

本
と
な
る
提
案
テ
ー
マ
を
次
の
通
り
決
定

し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
は
６
月
の
国
土
交
通
省
道

路
局
を
皮
切
り
に
、各
地
方
整
備
局
、北
海

道
開
発
局
、
沖
縄
総
合
事
務
局
と
７
月
か

ら
11
月
に
か
け
て
開
催
予
定
で
す
。

１
．年
度
工
事
量
の
安
定
的
な
確
保

①
年
度
工
事
量
の
安
定
的
・
持
続
的

な
確
保

②
Ｐ
Ｃ
新
設
の
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
創
生

２
．働
き
方
改
革
の
推
進

①
柔
軟
な
完
全
週
休
二
日
の
推
進

②
総
労
働
時
間
の
削
減

③
暑
中
に
お
け
る
作
業
条
件
の
改
善

④
技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善

３
．生
産
性
向
上
の
推
進

①
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
の
推
進

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進

　
（
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
活
用
）

③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
促
進

　
（
新
技
術
促
進
）

４
．Ｐ
Ｃ
橋
の
長
期
保
全
の
推
進

①
詳
細
調
査
・
施
工
計
画
付
工
事
の

推
進

②
地
方
自
治
体
へ
の
支
援
要
請

５
．優
れ
た
機
能
性
と
構
造
デ
ザ
イ
ン
性

　

 

を
有
す
る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
建
築

　

 

の
推
進

①
官
庁
営
繕
・
土
木
営
繕
に
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
Ｐ
Ｃ
造
を
推
進

②
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
造
の
採
用
を

加
速
さ
せ
る
選
定
フ
ロ
ー
の
採
用

③
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

建
築
技
術
講
習
会
の
ご
紹
介

Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
を
派
遣

　

Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
多
く
の
学
生
に
Ｐ
Ｃ
構

造
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

（
北
海
道
支
部
）

　

令
和
８
年
１
月
30
日
に
北
見
工
業
大
学

工
学
部
地
域
未
来
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
の
２

年
生
86
人
を
対
象
に
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
概
要
」
と
題
し
た
講
義

を
行
い
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
Ｐ
Ｃ
の
概
要
、
北
海
道
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
橋
、Ｐ
Ｃ
技
術
を
用
い
た
構

造
物
を
説
明
し 

、
社
会
人
と
し
て
の
体
験

談
を
紹
介
し
ま
し
た
。

（
関
東
支
部
）

　

令
和
８
年
１
月
28
日
に
栃
木
県
立
那
須

清
峰
高
校
建
設
工
学
科
の
２
年
生
32
人
を

対
象
に
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
概
要
」
と
題
し
た
講
義
を
行
い
ま
し

た
。

　

講
義
で
は
Ｐ
Ｃ
建
協
の
紹
介
、Ｐ
Ｃ
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
し
、
建
設
業
界
で
の

仕
事
内
容
の
実
例
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

（
北
陸
支
部
）

　

令
和
７
年
12
月
24
日
に
長
岡
工
業
高
等

専
門
学
校
環
境
都
市
工
学
科
専
攻
科
１
年

の
11
人
を
対
象
に
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ

ン
ク
リ
ー
ト
橋
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講

義
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
Ｐ
Ｃ
建
協
と
建
設
業
の
仕
組

み
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。ま
た
Ｐ
Ｃ

橋
の
概
要
と
施
工
に
つ
い
て
は
模
型
を
使

い
な
が
ら
Ｐ
Ｃ
橋
の
仕
組
み
と
と
も
に
解

説
し
、
最
後
に
各
種
資
材
サ
ン
プ
ル
を
紹

介
し
ま
し
た
。

（
中
国
支
部
）

　

令
和
７
年
12
月
12
日
に
呉
工
業
高
等
専

門
学
校
環
境
都
市
工
学
科
の
２
年
生
30
人

を
対
象
に
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
つ
い
て
」
の
講
義
を
行
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
、Ｐ
Ｃ
鋼
材
や
Ｐ
Ｃ
板
、
緊
張

ジ
ャ
ッ
キ
な
ど
の
実
物
を
使
っ
た
体
験
学

習
を
実
施
し
、
橋
梁
模
型
を
用
い
て
Ｐ
Ｃ

構
造
の
仕
組
み
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

ま
し
た
。ま
た
、身
近
な
Ｐ
Ｃ
構
造
物
の
紹

介
に
加
え
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
将
来
を
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
若
手
技
術

者
に
よ
る
業
務
紹
介
も
行
い
ま
し
た
。

（
九
州
支
部
）

　

令
和
８
年
１
月
20
日
に
琉
球
大
学
工
学

部
・
社
会
基
盤
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
の
３
年

生
41
人
を
対
象
に
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

物
の
補
修
・
補
強
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
」

と
題
し
た
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
「
Ｐ
Ｃ
っ
て
何
？
」
と
い
う

テ
ー
マ
か
ら
話
を
始
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
の
変
状
と
そ
の
要
因
、
点
検
・
調

査
の
方
法
、
補
修
・
補
強
技
術
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
令
和
７
年
12
月
以
降
に
実
施

さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
の
派
遣
講
義
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▲ 新年賀詞交歓会で挨拶する堤会長

▲ 北見工業大学での講義の様子

現
場
見
学
会
を
開
催

　

現
場
見
学
会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

（
関
西
支
部
）

　

令
和
８
年
２
月
18
日
に
滋
賀
県
東
近
江

市
の
三
井
住
友
建
設
㈱
能
登
川
工
場
で
国

土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
の
技
術
系
職

員
12
人
を
対
象
に
工
場
見
学
会
を
実
施
し

ま
し
た
。こ
の
見
学
会
は「
近
畿
地
方
整
備

局
技
術
力
向
上
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
お
け
る

工
場
視
察
」と
題
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
工
場
で
は
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
桁
、

コ
ン
ポ
桁
、Ｐ
Ｃ
床
版
の
製
作
手
順
を
見

学
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。続
い
て
工
場
製

品
の
品
質
管
理
の
様
子
を
見
て
も
ら
っ
た

後
に
そ
の
実
施
方
法
を
解
説
し
、
実
際
に

操
作
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

（
四
国
支
部
）

　

令
和
７
年
12
月
３
日
に
徳
島
県
小
松
島

市
の
四
国
横
断
自
動
車
道
江
田
高
架
橋
上

部
Ｐ
Ａ
34－

Ａ
Ａ
２
工
事
の
工
事
現
場
で

徳
島
大
学
大
学
院
社
会
産
業
理
工
学
研
究

部
の
学
生
と
教
員
の
計
９
人
を
対
象
に
現

場
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
橋
は
橋
長
１
５
２
・
８
ｍ
の
Ｐ
Ｃ
８

径
間
連
結
コ
ン
ポ
橋
（
ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー

ン
架
設
／
三
井
住
友
建
設
㈱
）で
す
。

　

当
日
は
工
事
現
場
を
見
学
後
、
関
西

ピ
ー
・
エ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱
本
社
工

場
へ
移
動
し
、Ｐ
Ｃ
板
と
Ｒ
Ｃ
板
の
比
較

や
Ｐ
Ｃ
桁
載
荷
試
験
を
見
て
も
ら
い
ま
し

た
。

そ
の
他

・
３
月
５
日　

日
本
サ
ミ
コ
ン
㈱
見
附
工

場　

新
潟
県
職
員
20
人

・
３
月
24
日　

東
海
環
状
自
動
車
道 

荒

田
川
橋
・
庭
田
高
架
橋
各
Ｐ
Ｃ
上
部
工

工
事
現
場　
（
公
社
）日
本
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
学
会
中
部
支
部
学
生
会
員
（
名
古

屋
工
業
大
学
・
愛
知
工
業
大
学
）
な
ど

14
人

・
３
月
26
日　

新
野
積
橋　

㈱
ネ
ク
ス

コ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
新
潟
社
員
19

人
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Ｐ
Ｃ
建
協
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

　

Ｐ
Ｃ
建
協
は
、
令
和
８
年
１
月
15
日
に

東
京
都
千
代
田
区
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド

ア
ー
ク
半
蔵
門
に
て「
新
年
賀
詞
交
歓
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
建
設
産
業
職
域
代
表
の
見

坂
茂
範
参
議
院
議
員
、
国
土
交
通
省
よ
り

廣
瀬
昌
由
技
監
を
お
迎
え
し
、
関
係
省
庁
、

機
関
、
関
連
団
体
か
ら
約
５
５
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

堤
忠
彦
会
長
は
、
冒
頭
挨
拶
で
近
年
の

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
災
害
へ
の
対
応
協

力
を
約
束
し
、建
設
業
界
の
生
産
性
向
上
・

担
い
手
確
保
に
向
け
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
や
働

き
方
改
革
、
技
能
者
処
遇
改
善
を
進
め
る

方
針
を
示
し
ま
し
た
。ま
た
、国
土
強
靭
化

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
等
の
国
家
的
課
題

に
対
し
て
Ｐ
Ｃ
技
術
へ
の
期
待
は
高
い
と

確
信
し
て
お
り
、Ｐ
Ｃ
建
協
と
し
て
さ
ら

な
る
技
術
研
鑽
に
励
み
、
業
界
の
魅
力
向

上
に
取
り
組
む
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。続

い
て
来
賓
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
の
本
部
主
催
の

意
見
交
換
会
テ
ー
マ
等
決
ま
る

　

Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
、
令
和
８
年
度
の
各
発

注
機
関
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
、
基

本
と
な
る
提
案
テ
ー
マ
を
次
の
通
り
決
定

し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
は
６
月
の
国
土
交
通
省
道

路
局
を
皮
切
り
に
、各
地
方
整
備
局
、北
海

道
開
発
局
、
沖
縄
総
合
事
務
局
と
７
月
か

ら
11
月
に
か
け
て
開
催
予
定
で
す
。

１
．年
度
工
事
量
の
安
定
的
な
確
保

①
年
度
工
事
量
の
安
定
的
・
持
続
的

な
確
保

②
Ｐ
Ｃ
新
設
の
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
創
生

２
．働
き
方
改
革
の
推
進

①
柔
軟
な
完
全
週
休
二
日
の
推
進

②
総
労
働
時
間
の
削
減

③
暑
中
に
お
け
る
作
業
条
件
の
改
善

④
技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善

３
．生
産
性
向
上
の
推
進

①
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
の
推
進

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進

　
（
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
活
用
）

③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
促
進

　
（
新
技
術
促
進
）

４
．Ｐ
Ｃ
橋
の
長
期
保
全
の
推
進

①
詳
細
調
査
・
施
工
計
画
付
工
事
の

推
進

②
地
方
自
治
体
へ
の
支
援
要
請

５
．優
れ
た
機
能
性
と
構
造
デ
ザ
イ
ン
性

　

 

を
有
す
る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
建
築

　

 

の
推
進

①
官
庁
営
繕
・
土
木
営
繕
に
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
Ｐ
Ｃ
造
を
推
進

②
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
造
の
採
用
を

加
速
さ
せ
る
選
定
フ
ロ
ー
の
採
用

③
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

建
築
技
術
講
習
会
の
ご
紹
介

Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
を
派
遣

　

Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
多
く
の
学
生
に
Ｐ
Ｃ
構

造
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

（
北
海
道
支
部
）

　

令
和
８
年
１
月
30
日
に
北
見
工
業
大
学

工
学
部
地
域
未
来
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
の
２

年
生
86
人
を
対
象
に
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
概
要
」
と
題
し
た
講
義

を
行
い
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
Ｐ
Ｃ
の
概
要
、
北
海
道
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
橋
、Ｐ
Ｃ
技
術
を
用
い
た
構

造
物
を
説
明
し 

、
社
会
人
と
し
て
の
体
験

談
を
紹
介
し
ま
し
た
。

（
関
東
支
部
）

　

令
和
８
年
１
月
28
日
に
栃
木
県
立
那
須

清
峰
高
校
建
設
工
学
科
の
２
年
生
32
人
を

対
象
に
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
概
要
」
と
題
し
た
講
義
を
行
い
ま
し

た
。

　

講
義
で
は
Ｐ
Ｃ
建
協
の
紹
介
、Ｐ
Ｃ
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
し
、
建
設
業
界
で
の

仕
事
内
容
の
実
例
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

（
北
陸
支
部
）

　

令
和
７
年
12
月
24
日
に
長
岡
工
業
高
等

専
門
学
校
環
境
都
市
工
学
科
専
攻
科
１
年

の
11
人
を
対
象
に
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ

ン
ク
リ
ー
ト
橋
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講

義
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
Ｐ
Ｃ
建
協
と
建
設
業
の
仕
組

み
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。ま
た
Ｐ
Ｃ

橋
の
概
要
と
施
工
に
つ
い
て
は
模
型
を
使

い
な
が
ら
Ｐ
Ｃ
橋
の
仕
組
み
と
と
も
に
解

説
し
、
最
後
に
各
種
資
材
サ
ン
プ
ル
を
紹

介
し
ま
し
た
。

（
中
国
支
部
）

　

令
和
７
年
12
月
12
日
に
呉
工
業
高
等
専

門
学
校
環
境
都
市
工
学
科
の
２
年
生
30
人

を
対
象
に
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
つ
い
て
」
の
講
義
を
行
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
、Ｐ
Ｃ
鋼
材
や
Ｐ
Ｃ
板
、
緊
張

ジ
ャ
ッ
キ
な
ど
の
実
物
を
使
っ
た
体
験
学

習
を
実
施
し
、
橋
梁
模
型
を
用
い
て
Ｐ
Ｃ

構
造
の
仕
組
み
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

ま
し
た
。ま
た
、身
近
な
Ｐ
Ｃ
構
造
物
の
紹

介
に
加
え
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
将
来
を
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
若
手
技
術

者
に
よ
る
業
務
紹
介
も
行
い
ま
し
た
。

（
九
州
支
部
）

　

令
和
８
年
１
月
20
日
に
琉
球
大
学
工
学

部
・
社
会
基
盤
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
の
３
年

生
41
人
を
対
象
に
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

物
の
補
修
・
補
強
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
」

と
題
し
た
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
「
Ｐ
Ｃ
っ
て
何
？
」
と
い
う

テ
ー
マ
か
ら
話
を
始
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
の
変
状
と
そ
の
要
因
、
点
検
・
調

査
の
方
法
、
補
修
・
補
強
技
術
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
令
和
７
年
12
月
以
降
に
実
施

さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
の
派
遣
講
義
は

次
の
と
お
り
で
す
。

現
場
見
学
会
を
開
催

　

現
場
見
学
会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

（
関
西
支
部
）

　

令
和
８
年
２
月
18
日
に
滋
賀
県
東
近
江

市
の
三
井
住
友
建
設
㈱
能
登
川
工
場
で
国

土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
の
技
術
系
職

員
12
人
を
対
象
に
工
場
見
学
会
を
実
施
し

ま
し
た
。こ
の
見
学
会
は「
近
畿
地
方
整
備

局
技
術
力
向
上
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
お
け
る

工
場
視
察
」と
題
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
工
場
で
は
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
桁
、

コ
ン
ポ
桁
、Ｐ
Ｃ
床
版
の
製
作
手
順
を
見

学
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。続
い
て
工
場
製

品
の
品
質
管
理
の
様
子
を
見
て
も
ら
っ
た

後
に
そ
の
実
施
方
法
を
解
説
し
、
実
際
に

操
作
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

（
四
国
支
部
）

　

令
和
７
年
12
月
３
日
に
徳
島
県
小
松
島

市
の
四
国
横
断
自
動
車
道
江
田
高
架
橋
上

部
Ｐ
Ａ
34－

Ａ
Ａ
２
工
事
の
工
事
現
場
で

徳
島
大
学
大
学
院
社
会
産
業
理
工
学
研
究

部
の
学
生
と
教
員
の
計
９
人
を
対
象
に
現

場
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
橋
は
橋
長
１
５
２
・
８
ｍ
の
Ｐ
Ｃ
８

径
間
連
結
コ
ン
ポ
橋
（
ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー

ン
架
設
／
三
井
住
友
建
設
㈱
）で
す
。

　

当
日
は
工
事
現
場
を
見
学
後
、
関
西

ピ
ー
・
エ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱
本
社
工

場
へ
移
動
し
、Ｐ
Ｃ
板
と
Ｒ
Ｃ
板
の
比
較

や
Ｐ
Ｃ
桁
載
荷
試
験
を
見
て
も
ら
い
ま
し

た
。

そ
の
他

・
３
月
５
日　

日
本
サ
ミ
コ
ン
㈱
見
附
工

場　

新
潟
県
職
員
20
人

・
３
月
24
日　

東
海
環
状
自
動
車
道 

荒

田
川
橋
・
庭
田
高
架
橋
各
Ｐ
Ｃ
上
部
工

工
事
現
場　
（
公
社
）日
本
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
学
会
中
部
支
部
学
生
会
員
（
名
古

屋
工
業
大
学
・
愛
知
工
業
大
学
）
な
ど

14
人

・
３
月
26
日　

新
野
積
橋　

㈱
ネ
ク
ス

コ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
新
潟
社
員
19

人

東北
関西
中国
九州
北海道
九州
関東
関東
中国
関東

東北工業大学工学部
舞鶴工業高等専門学校
広島工業大学工学部
福岡大学工学部
函館工業高等専門学校
熊本高等専門学校
国士館大学理工学部
千葉工業大学創造工学部
松江工業高等専門学校
東京都市大学建築都市デザイン学部

12月1日、11日
12月1日
12月5日
12月5日
12月8日、9日
12月9日
12月11日
12月11日
12月11日
12月12日

学校名支部名開催日

北海道
東北
北陸
関西
東北
関西
関東
関東
北海道
関東

北海学園大学工学部
八戸工業大学工学部
石川工業高等専門学校
京都大学工学部
岩手大学理工学部
大阪工業大学工学部
中央大学理工学部
日本大学理工学部
苫小牧工業高等専門学校
神奈川県立横須賀工業高校

12月17日
12月19日
12月19日
12月19日
12月22日
12月22日
12月23日
1月19日
1月19日、2月2日
1月21日

学校名支部名開催日

▲ 長岡工業高等専門学校での講義の様子
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Ｐ
Ｃ
建
協
新
年
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

　

Ｐ
Ｃ
建
協
は
、
令
和
８
年
１
月
15
日
に

東
京
都
千
代
田
区
の
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド

ア
ー
ク
半
蔵
門
に
て「
新
年
賀
詞
交
歓
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

来
賓
と
し
て
建
設
産
業
職
域
代
表
の
見

坂
茂
範
参
議
院
議
員
、
国
土
交
通
省
よ
り

廣
瀬
昌
由
技
監
を
お
迎
え
し
、
関
係
省
庁
、

機
関
、
関
連
団
体
か
ら
約
５
５
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

堤
忠
彦
会
長
は
、
冒
頭
挨
拶
で
近
年
の

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
災
害
へ
の
対
応
協

力
を
約
束
し
、建
設
業
界
の
生
産
性
向
上
・

担
い
手
確
保
に
向
け
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
や
働

き
方
改
革
、
技
能
者
処
遇
改
善
を
進
め
る

方
針
を
示
し
ま
し
た
。ま
た
、国
土
強
靭
化

や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
等
の
国
家
的
課
題

に
対
し
て
Ｐ
Ｃ
技
術
へ
の
期
待
は
高
い
と

確
信
し
て
お
り
、Ｐ
Ｃ
建
協
と
し
て
さ
ら

な
る
技
術
研
鑽
に
励
み
、
業
界
の
魅
力
向

上
に
取
り
組
む
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。続

い
て
来
賓
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
挨
拶
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
の
本
部
主
催
の

意
見
交
換
会
テ
ー
マ
等
決
ま
る

　

Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
、
令
和
８
年
度
の
各
発

注
機
関
と
の
意
見
交
換
会
に
つ
い
て
、
基

本
と
な
る
提
案
テ
ー
マ
を
次
の
通
り
決
定

し
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
会
は
６
月
の
国
土
交
通
省
道

路
局
を
皮
切
り
に
、各
地
方
整
備
局
、北
海

道
開
発
局
、
沖
縄
総
合
事
務
局
と
７
月
か

ら
11
月
に
か
け
て
開
催
予
定
で
す
。

１
．年
度
工
事
量
の
安
定
的
な
確
保

①
年
度
工
事
量
の
安
定
的
・
持
続
的

な
確
保

②
Ｐ
Ｃ
新
設
の
新
規
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
創
生

２
．働
き
方
改
革
の
推
進

①
柔
軟
な
完
全
週
休
二
日
の
推
進

②
総
労
働
時
間
の
削
減

③
暑
中
に
お
け
る
作
業
条
件
の
改
善

④
技
能
労
働
者
の
処
遇
改
善

３
．生
産
性
向
上
の
推
進

①
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
化
の
推
進

②
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
推
進

　
（
Ｂ
Ｉ
Ｍ
／
Ｃ
Ｉ
Ｍ
活
用
）

③
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
促
進

　
（
新
技
術
促
進
）

４
．Ｐ
Ｃ
橋
の
長
期
保
全
の
推
進

①
詳
細
調
査
・
施
工
計
画
付
工
事
の

推
進

②
地
方
自
治
体
へ
の
支
援
要
請

５
．優
れ
た
機
能
性
と
構
造
デ
ザ
イ
ン
性

　

 

を
有
す
る
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
建
築

　

 

の
推
進

①
官
庁
営
繕
・
土
木
営
繕
に
プ
レ
キ
ャ

ス
ト
Ｐ
Ｃ
造
を
推
進

②
プ
レ
キ
ャ
ス
ト
Ｐ
Ｃ
造
の
採
用
を

加
速
さ
せ
る
選
定
フ
ロ
ー
の
採
用

③
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

建
築
技
術
講
習
会
の
ご
紹
介

Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
を
派
遣

　

Ｐ
Ｃ
建
協
で
は
多
く
の
学
生
に
Ｐ
Ｃ
構

造
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
派
遣
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

（
北
海
道
支
部
）

　

令
和
８
年
１
月
30
日
に
北
見
工
業
大
学

工
学
部
地
域
未
来
デ
ザ
イ
ン
工
学
科
の
２

年
生
86
人
を
対
象
に
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
概
要
」
と
題
し
た
講
義

を
行
い
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
Ｐ
Ｃ
の
概
要
、
北
海
道
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
橋
、Ｐ
Ｃ
技
術
を
用
い
た
構

造
物
を
説
明
し 

、
社
会
人
と
し
て
の
体
験

談
を
紹
介
し
ま
し
た
。

（
関
東
支
部
）

　

令
和
８
年
１
月
28
日
に
栃
木
県
立
那
須

清
峰
高
校
建
設
工
学
科
の
２
年
生
32
人
を

対
象
に
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
概
要
」
と
題
し
た
講
義
を
行
い
ま
し

た
。

　

講
義
で
は
Ｐ
Ｃ
建
協
の
紹
介
、Ｐ
Ｃ
の

概
要
に
つ
い
て
説
明
し
、
建
設
業
界
で
の

仕
事
内
容
の
実
例
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

（
北
陸
支
部
）

　

令
和
７
年
12
月
24
日
に
長
岡
工
業
高
等

専
門
学
校
環
境
都
市
工
学
科
専
攻
科
１
年

の
11
人
を
対
象
に
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ

ン
ク
リ
ー
ト
橋
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
講

義
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
Ｐ
Ｃ
建
協
と
建
設
業
の
仕
組

み
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。ま
た
Ｐ
Ｃ

橋
の
概
要
と
施
工
に
つ
い
て
は
模
型
を
使

い
な
が
ら
Ｐ
Ｃ
橋
の
仕
組
み
と
と
も
に
解

説
し
、
最
後
に
各
種
資
材
サ
ン
プ
ル
を
紹

介
し
ま
し
た
。

（
中
国
支
部
）

　

令
和
７
年
12
月
12
日
に
呉
工
業
高
等
専

門
学
校
環
境
都
市
工
学
科
の
２
年
生
30
人

を
対
象
に
「
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
つ
い
て
」
の
講
義
を
行
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
、Ｐ
Ｃ
鋼
材
や
Ｐ
Ｃ
板
、
緊
張

ジ
ャ
ッ
キ
な
ど
の
実
物
を
使
っ
た
体
験
学

習
を
実
施
し
、
橋
梁
模
型
を
用
い
て
Ｐ
Ｃ

構
造
の
仕
組
み
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
し

ま
し
た
。ま
た
、身
近
な
Ｐ
Ｃ
構
造
物
の
紹

介
に
加
え
、
学
生
の
皆
さ
ん
が
将
来
を
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
若
手
技
術

者
に
よ
る
業
務
紹
介
も
行
い
ま
し
た
。

（
九
州
支
部
）

　

令
和
８
年
１
月
20
日
に
琉
球
大
学
工
学

部
・
社
会
基
盤
デ
ザ
イ
ン
コ
ー
ス
の
３
年

生
41
人
を
対
象
に
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造

物
の
補
修
・
補
強
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
技
術
」

と
題
し
た
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
義
で
は
「
Ｐ
Ｃ
っ
て
何
？
」
と
い
う

テ
ー
マ
か
ら
話
を
始
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト

構
造
物
の
変
状
と
そ
の
要
因
、
点
検
・
調

査
の
方
法
、
補
修
・
補
強
技
術
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
令
和
７
年
12
月
以
降
に
実
施

さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
技
術
専
門
家
の
派
遣
講
義
は

次
の
と
お
り
で
す
。

現
場
見
学
会
を
開
催

　

現
場
見
学
会
が
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

（
関
西
支
部
）

　

令
和
８
年
２
月
18
日
に
滋
賀
県
東
近
江

市
の
三
井
住
友
建
設
㈱
能
登
川
工
場
で
国

土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
の
技
術
系
職

員
12
人
を
対
象
に
工
場
見
学
会
を
実
施
し

ま
し
た
。こ
の
見
学
会
は「
近
畿
地
方
整
備

局
技
術
力
向
上
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
お
け
る

工
場
視
察
」と
題
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
工
場
で
は
プ
レ
テ
ン
シ
ョ
ン
桁
、

コ
ン
ポ
桁
、Ｐ
Ｃ
床
版
の
製
作
手
順
を
見

学
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。続
い
て
工
場
製

品
の
品
質
管
理
の
様
子
を
見
て
も
ら
っ
た

後
に
そ
の
実
施
方
法
を
解
説
し
、
実
際
に

操
作
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

（
四
国
支
部
）

　

令
和
７
年
12
月
３
日
に
徳
島
県
小
松
島

市
の
四
国
横
断
自
動
車
道
江
田
高
架
橋
上

部
Ｐ
Ａ
34－

Ａ
Ａ
２
工
事
の
工
事
現
場
で

徳
島
大
学
大
学
院
社
会
産
業
理
工
学
研
究

部
の
学
生
と
教
員
の
計
９
人
を
対
象
に
現

場
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

本
橋
は
橋
長
１
５
２
・
８
ｍ
の
Ｐ
Ｃ
８

径
間
連
結
コ
ン
ポ
橋
（
ト
ラ
ッ
ク
ク
レ
ー

ン
架
設
／
三
井
住
友
建
設
㈱
）で
す
。

　

当
日
は
工
事
現
場
を
見
学
後
、
関
西

ピ
ー
・
エ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱
本
社
工

場
へ
移
動
し
、Ｐ
Ｃ
板
と
Ｒ
Ｃ
板
の
比
較

や
Ｐ
Ｃ
桁
載
荷
試
験
を
見
て
も
ら
い
ま
し

た
。

そ
の
他

・
３
月
５
日　

日
本
サ
ミ
コ
ン
㈱
見
附
工

場　

新
潟
県
職
員
20
人

・
３
月
24
日　

東
海
環
状
自
動
車
道 

荒

田
川
橋
・
庭
田
高
架
橋
各
Ｐ
Ｃ
上
部
工

工
事
現
場　
（
公
社
）日
本
コ
ン
ク
リ
ー

ト
工
学
会
中
部
支
部
学
生
会
員
（
名
古

屋
工
業
大
学
・
愛
知
工
業
大
学
）
な
ど

14
人

・
３
月
26
日　

新
野
積
橋　

㈱
ネ
ク
ス

コ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
新
潟
社
員
19

人

各
地
で
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
を
開
催

　

Ｐ
Ｃ
技
術
に
関
す
る
講
習
会
が
各
地
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
東
北
支
部
）

　

令
和
８
年
１
月
６
日
に
福
島
市
の
杉
妻

会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
令
和
７
年
度
橋
梁

技
術
講
習
会
（
主
催
：
福
島
県
土
木
部
）」

に
お
い
て
自
治
体
職
員
な
ど
21
人
に
対
し

て
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
内
容
は
、Ｐ
Ｃ
橋
の
概
要
及
び

架
設
計
画
に
つ
い
て
、Ｐ
Ｃ
橋
設
計
成
果

品
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
、
最
近

の
話
題「
生
産
性
向
上
」で
し
た
。

（
九
州
支
部
）

　

令
和
８
年
１
月
13
日
に
那
覇
市
の
那
覇

第
２
地
方
合
同
庁
舎
２
号
館
で
開
催
さ
れ

た
「
橋
梁
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
現
場
支
援
講
習

会
（
主
催
：
沖
縄
総
合
事
務
局 
開
発
建
設

部 

道
路
管
理
課
）」
に
お
い
て
自
治
体
職

員
な
ど
17
人
に
対
し
て
講
師
を
務
め
ま
し

た
。今
回
は
Ｐ
Ｃ
橋
の
架
設
概
要
を
説
明

し
ま
し
た
。

そ
の
他

・
12
月
２
日　

令
和
７
年
度
鳥
取
県
土
木

技
術
講
習
会
（
主
催
：（
公
財
）
鳥
取
県

建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
）　
44
人

・
12
月
22
日
〜
１
月
９
日
オ
ン
デ
マ
ン
ド

形
式　

令
和
７
年
度
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会

（
主
催
：
Ｐ
Ｃ
建
協
中
国
支
部
、（
一
社
）

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
中
国
支

部
）　
35
人

・
12
月
23
日　

令
和
７
年
度
Ｐ
Ｃ
橋
梁
技

術
講
習
会（
主
催
：
Ｐ
Ｃ
建
協
東
北
支
部
、

（
一
財
）秋
田
県
建
設
・
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
）　
23
人

・
１
月
19
日　

奈
良
県
技
術
講
習
会
（
主

催
：
奈
良
県
県
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
）

　
31
人

・
１
月
29
日　

茨
城
県
橋
梁
技
術
研
修
会

（
主
催
：
茨
城
県
土
木
部
）　
33
人

・
２
月
27
日　

｜

実
務
に
役
立
つ｜

プ
レ

ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
設

計
・
施
工
勉
強
会
（
主
催
：
Ｐ
Ｃ
建
協

九
州
支
部
）　
14
人

・
３
月
４
日　

Ｐ
Ｃ
橋
の
施
工
技
術
と
維

持
保
全
に
対
す
る
実
務
講
習
会（
主
催
：

Ｐ
Ｃ
建
協
北
陸
支
部
、（
公
財
）福
井
県

建
設
技
術
公
社
）　
31
人

（
東
北
支
部
）

第
24
回
（
令
和
７
年
度
）
高
校
生

「
橋
梁
模
型
」作
品
発
表
会

　

令
和
８
年
２
月
10
日
に
仙
台
市
青
葉
区

の
エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台
で「
第
24
回（
令
和
７

年
度
）高
校
生「
橋
梁
模
型
」
作
品
発
表
会

（
主
催
：
高
校
生
「
橋
梁
模
型
」
作
品
発
表

会
実
行
委
員
会
（
東
北
地
方
整
備
局
東
北

技
術
事
務
所
、Ｐ
Ｃ
建
協
な
ど
が
構
成
）」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
東
北
５
県
の
17
校
か
ら
応
募
が
あ

り
、
宮
城
県
仙
台
市
立
仙
台
工
業
高
等

学
校
の「
錦
帯
橋（
山
口
県
岩
国
市
）」が

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

Ｐ
Ｃ
建
協
、書
籍
２
冊
を
刊
行

　

Ｐ
Ｃ
建
協
は
書
籍
２
冊
を
刊
行
し
ま
し

た
。

　

１
冊
目
は
『
雪
寒
仮
囲
い
・
防
寒
養
生

工 

積
算
要
領
令
和
７
年
版
』
で
す
。雪
寒

仮
囲
い
か
ら
資
機
材
配
置
、
養
生
中
の
点

検
ま
で
実
施
工
に
沿
っ
た
積
算
の
考
え
方

で
整
理
し
て
い
ま
す
。

　

２
冊
目
の
『
Ｐ
Ｃ
構
造
物
の
維
持
保
全

｜

Ｐ
Ｃ
橋
の
長
期
保
全
に
向
け
て｜

 

２

０
２
５
年
版
』は
、Ｐ
Ｃ
橋
を
長
く
安
全
に

使
い
続
け
る
た
め
の
予
防
保
全
・
長
期
保

全
の
実
務
ガ
イ
ド
で
す
。点
検
・
診
断
か

ら
補
修
・
補
強
ま
で
、
実
例
を
交
え
て
ま

と
め
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
Ｐ
Ｃ
建
協
事
務
局
ま
で
。

令
和
８
年
度
各
種
講
習
会
日
程

（
Ｐ
Ｃ
建
協
主
催
）

第
33
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

建
築
技
術
講
習
会

・
演
題

①
長
岡
造
形
大
学
第
４
ア
ト
リ
エ
棟

　

㈱
日
本
設
計

②
大
泉
町
庁
舎
建
設
工
事　

㈱
桂
設
計

③
大
阪
大
学
・
日
本
財
団
感
染
症
セ
ン

　

タ
ー　

大
成
建
設
㈱

④
高
槻
城
公
園
芸
術
文
化
劇
場

　

㈱
日
建
設
計

・
日
時　

７
月
10
日（
金
）13
時
〜
17
時

・
受
講
方
法　

建
築
会
館
（
東
京
都
港
区
）

で
の
対
面
方
式（
東
京
会
場
）と
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
」の

併
用
。オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
「
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
」
は
Ｕ
Ｒ
Ｌ
よ
り
事
前

登
録
し
、Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
参
加

用
Ｕ
Ｒ
Ｌ（
本
人
専
用
）
を
受
け
取
り
ア

ク
セ
ス
す
る
方
式
。さ
ら
に
７
月
13
日

よ
り
14
日
間
オ
ン
デ
マ
ン
ド
形
式
に
て

録
画
配
信
を
行
う（
た
だ
し
、
受
講
認
定

及
び
受
講
証
明
書
の
発
行
対
象
は
当
日

分
の
み
）

・
質
疑　

当
日
会
場
か
チ
ャ
ッ
ト
に
て
回

答
・
受
講
資
料　

７
月
初
旬
か
ら
Ｐ
Ｃ
建
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

・
定
員　

東
京
会
場
２
０
０
人
、
当
日
オ

ン
ラ
イ
ン
受
講
１
０
０
０
人
（
東
京
会

場
、オ
ン
ラ
イ
ン
、オ
ン
デ
マ
ン
ド
共
に

事
前
登
録
制
）

・
参
加
費　

無
料

・
建
築
Ｃ
Ｐ
Ｄ
認
定
講
習
会　

４
単
位
、

建
築
構
造
士
資
格
更
新
評
価
点　

５
点
、

適
用
予
定

・
問
い
合
わ
せ　

Ｐ
Ｃ
建
協
事
務
局

（
Ｐ
Ｃ
工
学
会
主
催
）

第
53
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

技
術
講
習
会

・
特
別
講
演

　

温
湿
度
環
境
が
Ｐ
Ｃ-

Ｒ
Ｃ
構
造
物
の

　

長
期
挙
動
に
及
ぼ
す
影
響

　

東
京
科
学
大
学
教
授　

千
々
和
伸
浩

・
テ
キ
ス
ト
題
目

(A)
「
振
動
締
固
め
を
必
要
と
す
る
高
流
動

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
用
い
た
Ｐ
Ｃ
桁
製

造
と
生
産
性
向
上
」

　
（
国
研
）土
木
研
究
所　

古
賀
裕
久

(B) 「
最
新
の
研
究
を
支
え
る
Ｐ
Ｃ
建
築
」

　

 

近
畿
大
学
教
授
Ｐ
Ｃ
工
学
会
理
事　

岸
本
一
蔵
、
日
本
大
学
教
授
Ｐ
Ｃ
工

学
会
理
事　

福
井
剛
、
大
成
建
設
㈱

阪
井
由
尚
、㈱
久
米
設
計　

伊
藤
淳

(C) 「
高
速
道
路
の
取
組
み
」

⑴
阪
神
高
速
14
号
松
原
線
喜
連
瓜
破

付
近
で
の
橋
梁
大
規
模
更
新
工
事

（
既
設
Ｐ
Ｃ
箱
桁
橋
の
撤
去
工
事
）

　

阪
神
高
速
道
路
㈱　

大
池
岳
人
、

中
田
諒

⑵
Ｐ
Ｃ
構
造
物
に
お
け
る
生
産
性
向

上
と
働
き
方
改
革
の
推
進

　

東
日
本
高
速
道
路
㈱　

塩
畑
英
俊
、

中
日
本
高
速
道
路
㈱　

小
野
聖
久
、

西
日
本
高
速
道
路
㈱　

今
村
壮
宏
、

㈱
高
速
道
路
総
合
技
術
研
究
所　

宮
永
憲
一
、
㈱
高
速
道
路
総
合
技

術
研
究
所　

守
口
良
平

(D) 「
鉄
道
の
取
組
み-

鉄
道
橋
Ｐ
Ｃ
橋
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
最
前
線-

」

　

 （
公
財
）
鉄
道
総
合
技
術
研
究
所　

渡

辺
健

(E) 「
Ｐ
Ｃ
技
術
に
関
す
る
海
外
の
話
題
」

⑴
ｆ
ｉ
ｂ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
５

ア
ン
テ
ィ
ー
ブ
参
加
お
よ
び
橋
梁

視
察

　

神
鋼
鋼
線
工
業
㈱　

細
居
清
剛

⑵
ド
イ
ツ
に
お
け
る
橋
梁
の
現
状
と

ド
レ
ス
デ
ン
の
カ
ロ
ー
ラ
橋
の
崩

落

　

中
日
本
高
速
道
路
㈱　

牧
田
通
、

オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
㈱　

二
井
谷

教
治

(F)  「
Ｐ
Ｃ
技
術
を
用
い
た
構
造
物
の
低
炭

▲ 関西ピー・エス・コンクリート㈱の本社工場での見学会の様子

▲ 左：PC構造物の維持保全　右：雪寒仮囲い・防寒養生工　積算要領

素
社
会
へ
の
貢
献
に
関
す
る
小
委
員

会
報
告
」

　

 

三
井
住
友
建
設
㈱　

永
元
直
樹
、岐
阜

大
学
准
教
授　

柴
山
淳
、
三
井
住
友

建
設
㈱　

藤
岡
泰
輔
、㈱
富
士
ピ
ー
・

エ
ス　

中
村
文
香
、
㈱
大
林
組　

村

上
隆
弘

・
日
時　

６
月
１
日（
月
）〜
22
日（
月
）

・
オ
ン
デ
マ
ン
ド
動
画
を
配
信

・
土
木
学
会
継
教
育（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）プ
ロ
グ
ラ

ム
認
定
単
位
数　

４
・
４
単
位

・
受
講
料　

４
０
０
０
円

（
富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
主
催
・Ｐ
Ｃ

工
事
業
協
会
協
力
） 

【
名
称
・
開
催
日
・
会
場
】

第
16
回
Ｐ
Ｃ
工
事
技
能
実
習

　
10
月
13
日（
火
）〜
15
日（
木
）

　

富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー

第
10
回
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
架
設
等
作
業
主

任
者
技
能
講
習

　
10
月
15
日（
木
）〜
16
日（
金
）

　

富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
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各
地
で
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会
を
開
催

　

Ｐ
Ｃ
技
術
に
関
す
る
講
習
会
が
各
地
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（
東
北
支
部
）

　

令
和
８
年
１
月
６
日
に
福
島
市
の
杉
妻

会
館
で
開
催
さ
れ
た
「
令
和
７
年
度
橋
梁

技
術
講
習
会
（
主
催
：
福
島
県
土
木
部
）」

に
お
い
て
自
治
体
職
員
な
ど
21
人
に
対
し

て
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　

今
回
の
内
容
は
、Ｐ
Ｃ
橋
の
概
要
及
び

架
設
計
画
に
つ
い
て
、Ｐ
Ｃ
橋
設
計
成
果

品
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
、
最
近

の
話
題「
生
産
性
向
上
」で
し
た
。

（
九
州
支
部
）

　

令
和
８
年
１
月
13
日
に
那
覇
市
の
那
覇

第
２
地
方
合
同
庁
舎
２
号
館
で
開
催
さ
れ

た
「
橋
梁
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
現
場
支
援
講
習

会
（
主
催
：
沖
縄
総
合
事
務
局 

開
発
建
設

部 

道
路
管
理
課
）」
に
お
い
て
自
治
体
職

員
な
ど
17
人
に
対
し
て
講
師
を
務
め
ま
し

た
。今
回
は
Ｐ
Ｃ
橋
の
架
設
概
要
を
説
明

し
ま
し
た
。

そ
の
他

・
12
月
２
日　

令
和
７
年
度
鳥
取
県
土
木

技
術
講
習
会
（
主
催
：（
公
財
）
鳥
取
県

建
設
技
術
セ
ン
タ
ー
）　
44
人

・
12
月
22
日
〜
１
月
９
日
オ
ン
デ
マ
ン
ド

形
式　

令
和
７
年
度
Ｐ
Ｃ
技
術
講
習
会

（
主
催
：
Ｐ
Ｃ
建
協
中
国
支
部
、（
一
社
）

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会
中
国
支

部
）　
35
人

・
12
月
23
日　

令
和
７
年
度
Ｐ
Ｃ
橋
梁
技

術
講
習
会（
主
催
：
Ｐ
Ｃ
建
協
東
北
支
部
、

（
一
財
）秋
田
県
建
設
・
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
）　
23
人

・
１
月
19
日　

奈
良
県
技
術
講
習
会
（
主

催
：
奈
良
県
県
土
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
部
）

　
31
人

・
１
月
29
日　

茨
城
県
橋
梁
技
術
研
修
会

（
主
催
：
茨
城
県
土
木
部
）　
33
人

・
２
月
27
日　

｜

実
務
に
役
立
つ｜

プ
レ

ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
設

計
・
施
工
勉
強
会
（
主
催
：
Ｐ
Ｃ
建
協

九
州
支
部
）　
14
人

・
３
月
４
日　

Ｐ
Ｃ
橋
の
施
工
技
術
と
維

持
保
全
に
対
す
る
実
務
講
習
会（
主
催
：

Ｐ
Ｃ
建
協
北
陸
支
部
、（
公
財
）福
井
県

建
設
技
術
公
社
）　
31
人

（
東
北
支
部
）

第
24
回
（
令
和
７
年
度
）
高
校
生

「
橋
梁
模
型
」作
品
発
表
会

　

令
和
８
年
２
月
10
日
に
仙
台
市
青
葉
区

の
エ
ル
・
パ
ー
ク
仙
台
で「
第
24
回（
令
和
７

年
度
）高
校
生「
橋
梁
模
型
」
作
品
発
表
会

（
主
催
：
高
校
生
「
橋
梁
模
型
」
作
品
発
表

会
実
行
委
員
会
（
東
北
地
方
整
備
局
東
北

技
術
事
務
所
、Ｐ
Ｃ
建
協
な
ど
が
構
成
）」が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
東
北
５
県
の
17
校
か
ら
応
募
が
あ

り
、
宮
城
県
仙
台
市
立
仙
台
工
業
高
等

学
校
の「
錦
帯
橋（
山
口
県
岩
国
市
）」が

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

Ｐ
Ｃ
建
協
、書
籍
２
冊
を
刊
行

　

Ｐ
Ｃ
建
協
は
書
籍
２
冊
を
刊
行
し
ま
し

た
。

　

１
冊
目
は
『
雪
寒
仮
囲
い
・
防
寒
養
生

工 

積
算
要
領
令
和
７
年
版
』
で
す
。雪
寒

仮
囲
い
か
ら
資
機
材
配
置
、
養
生
中
の
点

検
ま
で
実
施
工
に
沿
っ
た
積
算
の
考
え
方

で
整
理
し
て
い
ま
す
。

　

２
冊
目
の
『
Ｐ
Ｃ
構
造
物
の
維
持
保
全

｜

Ｐ
Ｃ
橋
の
長
期
保
全
に
向
け
て｜

 

２

０
２
５
年
版
』は
、Ｐ
Ｃ
橋
を
長
く
安
全
に

使
い
続
け
る
た
め
の
予
防
保
全
・
長
期
保

全
の
実
務
ガ
イ
ド
で
す
。点
検
・
診
断
か

ら
補
修
・
補
強
ま
で
、
実
例
を
交
え
て
ま

と
め
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
Ｐ
Ｃ
建
協
事
務
局
ま
で
。

令
和
８
年
度
各
種
講
習
会
日
程

（
Ｐ
Ｃ
建
協
主
催
）

第
33
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

建
築
技
術
講
習
会

・
演
題

①
長
岡
造
形
大
学
第
４
ア
ト
リ
エ
棟

　

㈱
日
本
設
計

②
大
泉
町
庁
舎
建
設
工
事　

㈱
桂
設
計

③
大
阪
大
学
・
日
本
財
団
感
染
症
セ
ン

　

タ
ー　

大
成
建
設
㈱

④
高
槻
城
公
園
芸
術
文
化
劇
場

　

㈱
日
建
設
計

・
日
時　

７
月
10
日（
金
）13
時
〜
17
時

・
受
講
方
法　

建
築
会
館
（
東
京
都
港
区
）

で
の
対
面
方
式（
東
京
会
場
）と
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式「
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
」の

併
用
。オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
「
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
」
は
Ｕ
Ｒ
Ｌ
よ
り
事
前

登
録
し
、Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
参
加

用
Ｕ
Ｒ
Ｌ（
本
人
専
用
）
を
受
け
取
り
ア

ク
セ
ス
す
る
方
式
。さ
ら
に
７
月
13
日

よ
り
14
日
間
オ
ン
デ
マ
ン
ド
形
式
に
て

録
画
配
信
を
行
う（
た
だ
し
、
受
講
認
定

及
び
受
講
証
明
書
の
発
行
対
象
は
当
日

分
の
み
）

・
質
疑　

当
日
会
場
か
チ
ャ
ッ
ト
に
て
回

答
・
受
講
資
料　

７
月
初
旬
か
ら
Ｐ
Ｃ
建
協

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

・
定
員　

東
京
会
場
２
０
０
人
、
当
日
オ

ン
ラ
イ
ン
受
講
１
０
０
０
人
（
東
京
会

場
、オ
ン
ラ
イ
ン
、オ
ン
デ
マ
ン
ド
共
に

事
前
登
録
制
）

・
参
加
費　

無
料

・
建
築
Ｃ
Ｐ
Ｄ
認
定
講
習
会　

４
単
位
、

建
築
構
造
士
資
格
更
新
評
価
点　

５
点
、

適
用
予
定

・
問
い
合
わ
せ　

Ｐ
Ｃ
建
協
事
務
局

（
Ｐ
Ｃ
工
学
会
主
催
）

第
53
回
プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト

技
術
講
習
会

・
特
別
講
演

　

温
湿
度
環
境
が
Ｐ
Ｃ-
Ｒ
Ｃ
構
造
物
の

　

長
期
挙
動
に
及
ぼ
す
影
響

　

東
京
科
学
大
学
教
授　

千
々
和
伸
浩

・
テ
キ
ス
ト
題
目

(A)
「
振
動
締
固
め
を
必
要
と
す
る
高
流
動

コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
用
い
た
Ｐ
Ｃ
桁
製

造
と
生
産
性
向
上
」

　
（
国
研
）土
木
研
究
所　

古
賀
裕
久

(B) 「
最
新
の
研
究
を
支
え
る
Ｐ
Ｃ
建
築
」

　

 

近
畿
大
学
教
授
Ｐ
Ｃ
工
学
会
理
事　

岸
本
一
蔵
、
日
本
大
学
教
授
Ｐ
Ｃ
工

学
会
理
事　

福
井
剛
、
大
成
建
設
㈱

阪
井
由
尚
、㈱
久
米
設
計　

伊
藤
淳

(C) 「
高
速
道
路
の
取
組
み
」

⑴
阪
神
高
速
14
号
松
原
線
喜
連
瓜
破

付
近
で
の
橋
梁
大
規
模
更
新
工
事

（
既
設
Ｐ
Ｃ
箱
桁
橋
の
撤
去
工
事
）

　

阪
神
高
速
道
路
㈱　

大
池
岳
人
、

中
田
諒

⑵
Ｐ
Ｃ
構
造
物
に
お
け
る
生
産
性
向

上
と
働
き
方
改
革
の
推
進

　

東
日
本
高
速
道
路
㈱　

塩
畑
英
俊
、

中
日
本
高
速
道
路
㈱　

小
野
聖
久
、

西
日
本
高
速
道
路
㈱　

今
村
壮
宏
、

㈱
高
速
道
路
総
合
技
術
研
究
所　

宮
永
憲
一
、
㈱
高
速
道
路
総
合
技

術
研
究
所　

守
口
良
平

(D) 「
鉄
道
の
取
組
み-

鉄
道
橋
Ｐ
Ｃ
橋
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
最
前
線-

」

　

 （
公
財
）
鉄
道
総
合
技
術
研
究
所　

渡

辺
健

(E) 「
Ｐ
Ｃ
技
術
に
関
す
る
海
外
の
話
題
」

⑴
ｆ
ｉ
ｂ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
２
５

ア
ン
テ
ィ
ー
ブ
参
加
お
よ
び
橋
梁

視
察

　

神
鋼
鋼
線
工
業
㈱　

細
居
清
剛

⑵
ド
イ
ツ
に
お
け
る
橋
梁
の
現
状
と

ド
レ
ス
デ
ン
の
カ
ロ
ー
ラ
橋
の
崩

落

　

中
日
本
高
速
道
路
㈱　

牧
田
通
、

オ
リ
エ
ン
タ
ル
白
石
㈱　

二
井
谷

教
治

(F)  「
Ｐ
Ｃ
技
術
を
用
い
た
構
造
物
の
低
炭

素
社
会
へ
の
貢
献
に
関
す
る
小
委
員

会
報
告
」

　

 

三
井
住
友
建
設
㈱　

永
元
直
樹
、岐
阜

大
学
准
教
授　

柴
山
淳
、
三
井
住
友

建
設
㈱　

藤
岡
泰
輔
、㈱
富
士
ピ
ー
・

エ
ス　

中
村
文
香
、
㈱
大
林
組　

村

上
隆
弘

・
日
時　

６
月
１
日（
月
）〜
22
日（
月
）

・
オ
ン
デ
マ
ン
ド
動
画
を
配
信

・
土
木
学
会
継
教
育（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）プ
ロ
グ
ラ

ム
認
定
単
位
数　

４
・
４
単
位

・
受
講
料　

４
０
０
０
円

（
富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
主
催
・Ｐ
Ｃ

工
事
業
協
会
協
力
） 

【
名
称
・
開
催
日
・
会
場
】

第
16
回
Ｐ
Ｃ
工
事
技
能
実
習

　
10
月
13
日（
火
）〜
15
日（
木
）

　

富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー

第
10
回
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
架
設
等
作
業
主

任
者
技
能
講
習

　
10
月
15
日（
木
）〜
16
日（
金
）

　

富
士
教
育
訓
練
セ
ン
タ
ー
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（
中
部
支
部
）

建
設
技
術
フ
ェ
ア
２
０
２
５
ｉ
ｎ

中
部
に
出
展

　

令
和
７
年
12
月
４
日
と
５
日
の
両
日
、

名
古
屋
市
港
区
の
名
古
屋
市
国
際
展
示
場

（
ポ
ー
ト
メ
ッ
セ
な
ご
や
）
で
「
建
設
技
術

フ
ェ
ア
２
０
２
５
ｉ
ｎ
中
部
（
主
催
：
建

設
技
術
フ
ェ
ア
ｉ
ｎ
中
部
運
営
委
員
会

（
国
土
交
通
省
中
部
地
方
整
備
局
な
ど
）、

後
援
：
Ｐ
Ｃ
建
協
中
部
支
部
な
ど
）」
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｃ
建
協
中
部
支
部
は
「
学
生
交
流
ひ

ろ
ば
」に
ブ
ー
ス
を
設
置
し
、学
校
関
係
者

や
学
生
を
対
象
に
Ｐ
Ｃ
業
界
に
関
す
る
質

問
に
回
答
し
ま
し
た
。ま
た
来
場
者
向
け

企
画
と
し
て
、Ｐ
Ｃ
桁
の
部
材
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
が
当
た
る
カ
プ
セ
ル
ト
イ
を
設
置
し
、

好
評
を
得
ま
し
た
。

全
国
か
ら
開
通
情
報

（
北
海
道
支
部
）

日
高
自
動
車
道
（
日
高
厚
賀
Ｉ
Ｃ
〜
新
冠

Ｉ
Ｃ
）、開
通

　
令
和
８
年
２
月
28
日
に
日
高
自
動
車
道

の
日
高
厚
賀
Ｉ
Ｃ
〜
新
冠
Ｉ
Ｃ
間
（
延
長

９
・
１
㎞
）が
開
通
し
ま
し
た
。こ
の
開
通

に
よ
り
地
域
の
安
全
・
安
心
な
交
通
確
保

に
加
え
、
災
害
時
の
代
替
路
の
確
保
や
物

流
の
効
率
化
、
観
光
振
興
な
ど
の
効
果
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

（
中
部
支
部
）

愛
知
県　
三
遠
南
信
自
動
車
道
佐
久
間
道

路
・
三
遠
道
路
、全
線
開
通

　
令
和
８
年
３
月
14
日
に
三
遠
南
信
自
動

車
道
佐
久
間
道
路
・
三
遠
道
路
の
東
栄
Ｉ

Ｃ
〜
鳳
来
峡
Ｉ
Ｃ
間（
延
長
７
・
１
㎞
）が

開
通
し
ま
し
た
。こ
の
開
通
に
よ
り
、佐
久

間
道
路
・
三
遠
道
路（
総
延
長
27
・
９
㎞
）

が
全
線
開
通
と
な
り
、
浜
松
市
の
佐
久
間

支
所
〜
市
役
所
間
の
移
動
時
間
が
約
30
分

短
縮
さ
れ
る
な
ど
、
物
流
の
効
率
化
な
ど

の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
三
遠
川
合
ト
ン
ネ
ル
で
催
さ
れ
た
開
通
式

に
は
自
治
体
関
係
者
な
ど
３
０
０
人
が
出

席
し
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト
、く
す
玉
開
披
、通
り

初
め
な
ど
で
今
回
の
開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

（
関
西
支
部
）

兵
庫
県　
都
市
計
画
道
路
園
田
西
武
庫
線

（
藻
川
工
区
）、開
通

　
令
和
８
年
３
月
20
日
に
都
市
計
画
道
路

園
田
西
武
庫
線（
藻
川
工
区
）の
尼
崎
市
東

園
田
４
丁
目
〜
食
満
６
丁
目
間
（
延
長
約

０
・
６
㎞
）が
開
通
し
ま
し
た
。こ
の
開
通

に
よ
り
、
尼
崎
市
北
部
を
東
西
に
結
ぶ
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
化
さ
れ
、
交
通
の

円
滑
化
や
安
全
性
の
向
上
、
都
市
防
災
機

能
の
向
上
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
中
国
支
部
）

島
根
県　
山
陰
道
三
隈
・
益
田
道
路
（
石

見
三
隅
Ｉ
Ｃ
〜
遠
田
Ｉ
Ｃ
）、開
通

　
令
和
８
年
３
月
28
日
に
山
陰
道
三
隅
・

益
田
道
路
の
石
見
三
隅
Ｉ
Ｃ
〜
遠
田
Ｉ
Ｃ

間
（
延
長
15
・
２
㎞
）
が
開
通
し
ま
し
た
。

今
回
の
開
通
に
よ
り
、
緊
急
輸
送
道
路
の

確
保
や
救
急
医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
向

上
な
ど
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

島
根
県
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
グ
ラ
ン
ト

ワ
で
催
さ
れ
た
開
通
式
典
に
は
自
治
体
関

係
者
ら
４
０
０
人
が
出
席
し
、
万
歳
三
唱

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。続
い
て
遠
田
Ｉ

Ｃ
で
祝
賀
行
事
が
行
わ
れ
、
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
、く
す
玉
開
披
、通
り
初
め
な
ど
で
こ
の

開
通
を
祝
い
ま
し
た
。

（
四
国
支
部
）

徳
島
南
部
自
動
車
道
（
小
松
島
南
Ｉ
Ｃ
〜

阿
南
Ｉ
Ｃ
）、開
通

　
令
和
８
年
３
月
８
日
に
徳
島
南
部
自
動

車
道
の
小
松
島
南
Ｉ
Ｃ
〜
阿
南
Ｉ
Ｃ
間

（
延
長
３
・
２
㎞
）
が
開
通
し
ま
し
た
。こ

れ
に
よ
り
国
道
55
号
の
慢
性
的
な
渋
滞
区

間
を
回
避
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
小
松
島

市
中
心
部
〜
阿
南
市
中
心
部
間
の
移
動
時

間
が
最
大
で
約
10
分
短
縮
さ
れ
ま
す
。救

急
搬
送
時
間
の
短
縮
な
ど
が
大
き
く
前
進

し
、
地
域
の
安
全
基
盤
強
化
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

（
九
州
支
部
）

鹿
児
島
県　
大
隅
縦
貫
道
路
吾
平
道
路
、

開
通

　
令
和
８
年
３
月
20
日
に
鹿
児
島
県
鹿
屋

市
の
大
隅
縦
貫
道
路
吾
平
道
路
の
吾
平
町

下
名
〜
上
名
間（
延
長
４
・
２
㎞
）が
開
通

し
ま
し
た
。こ
れ
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編集後記
　今回のルポでは、源泉総数日本一を誇る大分県の別府・由布院を訪れました。近接する2つの温泉地ですが、自然と調和した落ち着きのある由布院と、地獄め
ぐりや地獄蒸しなど体験型の魅力にあふれた別府では、それぞれ異なるコンセプトで温泉地を楽しむことができました。また、今回表紙を飾った別府明礬橋を見
学し、橋梁が果たす役割は、交通・物流・防災・都市景観など多方面にわたりインフラを支えていることを改めて実感しました。
　特別企画では「未来を担う若手技術者との座談会」として、PC建協各会員会社で働かれている皆さまのリアルな声をお届けしています。会社の垣根を越えた意
見交換は、PC業界全体の未来を考えるうえで貴重な機会となりました。
　「明日を築くプロジェクトの風景」では、全線開通が近づく東海環状自動車道を、「こんなところにPCが！」では、石垣港国際ターミナルをご紹介いただきました。
　最後になりますが、今年10月には、今回取材をさせていただいたビーコンプラザにてPCシンポジウムが開催されます。皆さまもぜひPCに触れていただくととも
に、温泉・食事・観光と魅力あふれる別府・由布院を訪れてみてはいかがでしょうか。      　（畑中）

森田 康夫（編集委員長）、 石井 一生（副委員長）、　
吉山 誠之（副委員長）、阿部 悟、 黒木 信秀、 鈴木 裕二、
松井 敏二、堀 重伸、大塚 俊介、  牧　哲史、太野垣 泰博

編集委員会
荒畑 智志（部会長）、 武藤 浩美（副部会長）、 木村 良輔（副部会長）、
瀬戸 裕一郎（副部会長）、園田 健児、 河野 雅弘、 喜多 俊介、三輪 祥大、 浅野 真人、 
畑中 俊樹、福井 大樹、 中田 清博、 直井 秀市、 小林 晃一、渡邉 絵美、吉野 正道

編集部会

PC統計（受注実績）

令和７年度用途別受注実績 工事種別の受注推移（過去5年）

年度別受注推移（全期間）

　PC建協会員の受注高は平成11年度の
5,793億円をピークとしてその後減少した
が、平成23年度から再び増加し令和3年
度に4,000億円を超えました。その後は減
少しつつも3,000億円台を維持しています。
　令和7年度の受注高は、新設（橋梁等）
部門が255億円減の1,863億円（前年度
比88％）と減少しましたが、新設(建築)部
門が290億円増の487億円（前年度比
247％）、補修・補強部門が418億円増の
1,536億円（前年度比137％）といづれも
増加した結果、全体として前年度より453
億円増の3,886億円（前年度比113％）と
なりました。
　用途別では、道路橋が2,770億円（前
年度2,659億円）、鉄道橋が300億円（前
年度203億円）となりました。道路橋の内
訳は新設工事が1,262億円（前年度
1,670億円）、補修・補強工事は1,508億
円（前年度989億円）となりました。
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